
平成２９年度・第２回島根県農政審議会 次第

13:30～日 時：平成３０年３月２６日(月)

場 所：島根県職員会館 多目的ホール

１ 開 会

２ 農林水産部長あいさつ

３ 議 事

資料１（１）平成３０年度主要事業の概要について

（２）新たな農林水産業・農山漁村活性化計画第３期戦略プランの

取り組み状況について

資料２①県共通プロジェクトについて

資料３②地域プロジェクトについて

資料４③プロジェクトの変更・追加について

４ そ の 他

資料５（１）県農業振興に関する目標設定について
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平成２９年度第二回・島根県農政審議会（概要） 

日  時：平成３０年３月２６日（金）１３：３０～１６：００ 

場  所：島根県職員会館 多目的ホール 

出席委員：谷口委員、前田委員、影山委員、景山委員、渡邊委員、米原委員 

     高橋委員、佐々木委員、井尻委員、藤江委員、吉川委員 

県出席者：松浦部長、多久和次長、栗原参事ほか関係職員 

１ 開 会 

２ 農林水産部長あいさつ 

３ 議 事（内容と主な意見、質疑） 

（１）重点的施策の方向及び平成３０年度主要事業等を担当課から説明 

○美味しまね認証を飛び超えて、ＧＡＰを速やかに進めていくことが大事ではないか 

⇒今後、指導員が中心となって生産者の方に説明し、ＧＡＰを導入して美味しまね認証を

とっていただく取組みを強化していきたい。 

美味しまね認証からＪＧＡＰ、グローバルＧＡＰへのステップアップ、あるいは、い

きなりＪＧＡＰやグローバルＧＡＰもあると考えており、普及部を中心に支援していきた

い。 

○「しまねのおいしい食GUIDE」の中に、産直を利用する方々からの良い情報も併せて載

せてはどうか 

⇒今はスマートフォンで様々なデータを見ることができるので、ＳＮＳの中で会話が弾む

と情報発信につながると考えている。 

また、県境に近い産直市では県外から来られた方がお土産として買われる場合がある

ので、産直市の商品ラインナップや商品の見せ方も違うことから、情報発信のやり方も考

えなくてはならないと思っている。 

２８６ヵ所ある産直市が、それぞれ個性を出して、皆さんが元気になるような取組み

につなげていきたいと思っている。 

○半農半Ｘではなく、本気で就農を始めるような人をもっと支援していくべきではないか 

⇒現在約５０名の半農半Ｘの取組みがあるが、うち何人かは専業としてステップアップさ

れた方もおられる。 

一方で、仕事をしながら地域に合った形で農業を展開していらっしゃる方も多く、地

域への定着という意味合いで、役場やＪＡがバックアップしながら地域の状況を踏まえた

中で対応ができていると思っている。 

 平たん部の条件の良いところでは、専業的な就農を支援する取組みがかなり進んでいる

が、中山間地域では、定住との兼ね合いで地域の担い手になっていただこうということで、

半農半Ｘの取組みが功を奏している。地域性の違いがあるのが現状となっている。 
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○ＧＡＰの取組みは、消費者にも認証を取ることの意味合いを知らせる取組みをしていく

べきでなないか 

⇒ＧＡＰについては、まだ消費者に認知されていないという状況がある。美味しまね認証

にしても同様の状況であるのはご指摘のとおり。 

 今後は生産者や消費者、流通関係の方などに、もっとＧＡＰや美味しまね認証を知って

いただくように、引き続き手法を工夫しながら取り組んでいきたい。 

○種雄牛造成強化対策として新たに超優秀雌牛を導入するとあるが、今後の予定としては

どのように進めていくのか 

⇒全国トップクラスの種雄牛「久茂福」という種雄牛をしっかり使って、次の雌牛を残し

てもらうのが雌牛対策。 

それだけでは先がないので、県内の優秀な雌牛を買わせていただいて、優秀な雄をつ

くっていく取組みを始める。この中から遺伝子を調べて、より能力の高いものを見つけ出

して、確実に次の世代の優秀な種雄をつくっていこうという取組み。 

（２）新たな農林水産業・農山漁村活性化計画第３期戦略プランについて県庁、 

地方機関の担当課が説明 

○小さな集落だと、高齢化が進み、中山間地域直接支払いなどの事務処理ができない 

⇒一つの考え方として、広域連携という考え方で進めている。 

営農だけではなく、地域内交通や買い物支援なども含め、ある一定の広がりを持った

区域を単位に、広域で連携をしながら進めようと考えている。 

そういった取組みが、県内でも１０ヵ所程度は出てきている。 

○中心的経営体について、地域で若い方たちの納得を得られず、進まなかった 

⇒水田の園芸を進めていくためにも、法人であったり、そうした会社組織が、これからは

大宗の生産を担っていってくれることを期待している。 

地域で濃淡はあるが、将来的に法人化をして経営を強固にしていこうということが検

討されているのも事実としてある。 

平成３０年度は各地域の再生協議会へ、中心的経営体の話であったり、水田を使った

野菜生産について、意見交換していきたいと考えている。 

○耕地を守っていくために町でサポート経営体というのを立ち上げたが、県は、これとど

のように連携していくか 

⇒こうした取組みが広がるような推進は必要と思ってはいるが、先に説明した広域連携な

どとの合わせ技で地域をしっかりコーディネートし、経営していく視点が必要なのかなと

思っている。 
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４ 県農業振興に関する目標設定について農林水産総務課から説明 

○目標を掲げるのはいいことだが、それが全て細かいところまで下に降りて、すべて合計

したものが目標値になるようにしていただきたい 

⇒この辺りはまだ検討していきながら、どういった内容にしていくか詰めていきたい。 

現時点で考えているのは、プロジェクトを進めていくことで、全体的に上がっていく、

そういうものを目標として示したいと思っている。その目標に対して、細かい何か、分割

して新しいものをつくるということは、現時点では考えていない。 

○この目標は、野心的な高い目標を立てるのか、実現可能な現実的なレベルにするのか 

⇒まだ目標を何にするかは正式に決まっていない。 

 野心的な目標を組むのかどうかということについては、これからじっくり検討していき

たい。 

○県全体の農業予算をインプットとして、農業産出額がどのくらい出たかという、いわば

農政のパフォーマンスのような指標は検討されているか 

⇒必ずしも農業産出額につながる予算だけを農林水産部の方で組んでいるわけではない。 

産出額を単純に予算で割って、これがパフォーマンスということにはならないと思っ

ている。 

○非常に重要な話なので、委員でもしっかり考えてやるということでやっていきたい 

こうした質疑のほか、意見・要望などもあった。 

閉 会（～１６：００） 


